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 つい先日電車に乗っていた時のことです。

私の親指が勝手にゆっくり曲がり始めたの

です。それも何度も何度もゆっくりと意志

とは関係なく曲がるのです。なんだか気味

が悪いのでスマホで検索すると、疲れやス

トレス、あるいは脳の問題と出てきて、ず

っと続くようならば病院に行くように書い

てありました。幸い少ししたら収まったの

ですが、大病のサインなのか？！と思い、

妄想は自分が死ぬところまでいきました。 

 今月の聖書のことばはパウロという伝道

者が皇帝ネロによるキリスト教迫害が始ま

る中で投獄され、殉教が迫っていることを

実感している時に書かれました。この直前

には次のように書いています。 

「私はすでに注ぎのささげ物となっていま

す。私が世を去る時が来ました。私は勇敢

に戦い抜き、走るべき道のりを走り終え、

信仰を守り通しました。」 

パウロは、自分が世を去る時、つまり死が

近いことを感じていました。そのような状

況の中で、彼は自分の歩みを振り返り、「信

仰を守り通しました」と書いています。そ

して、未来を見つめて次のように言います。

「あとは、義の栄冠が私のために用意され

ているだけです。その日には、正しいさば

き主である主が、それを私に授けてくださ

います。」 

パウロは自分が死んだ後に「義の栄冠が用

意されている」と言います。「その日」とい

うのは、イエス・キリストがこの世にもう

一度戻ってくる日（キリスト教では「再臨」

と言います）のことで、その日には主が義

の栄冠を授けてくださる、と希望を語りま

す。「義の栄冠」とは競技の勝利者に被せら

れる月桂冠のようなイメージです。それが

死んだ後、イエス様が再臨された時に自分

に授けられる、と聖書は語ります。パウロ

は自分が死ぬことを考え、殉教が間近に迫

りつつも悲観している様子は一切ありませ

「あとは、義の栄冠が私のために用意されているだけ

です。その日には、正しいさばき主である主が、それ

を私に授けてくださいます。私だけでなく、主の現れ

を慕い求めている人には、だれにでも授けてくださる

のです。」【テモテへの手紙第二 4 章 8 節】 



ん。「死にたくない！」とこの世にしがみつ

く様子は見られません。むしろ、死後に与

えられる義の栄冠を臨み見て希望に溢れて

います。 

 このような聖書のことばを前にして、あ

なたには死後にどんなイメージや希望があ

るでしょうか？パウロは空想の世界で喜ん

でいるのではなく、自分に起こる確かな出

来事として義の栄冠が授けられる様子を臨

み見ています。パウロが持っているのは死

の先にやがて待っているのは表彰式のよう

なイメージです。なんと希望に溢れた光景

でしょうか。この希望はパウロだけが持つ

ことができる特別な希望ではありません。

なぜなら、今月の聖書ことばの後半には次

のようにあるからです。 

「私だけでなく、主の現れを慕い求めてい

る人には、だれにでも授けてくださるので

す。」 

この義の栄冠はパウロだけでなく、主の現

れ、つまりイエス様が再臨されることを慕

い求めている人には“だれにでも”授けら

れるのです。パウロだけに特別なことでは

なく、イエス様を慕い求めている人には死

後にこの表彰式が待っているのです。 

 今これをお読みのあなたは、死後に確か

な希望があるでしょうか？私たちは年齢が

増してきますと体の変化を感じ、衰えを覚

え、病気をし、否応なく死が脳裏をよぎり

ます。日本は死をことさらに嫌悪する国で

す。死を連想させる数字さえも避けようと

します。しかし、必ず訪れるものですから

真正面から見つめ、死後に希望があること

を知って頂きたいと思います。イエス様を

信じ、イエス様がやがてこの世に戻って来

られると信じている人には、誰にでも死の

先は闇ではなく、義の栄冠が授けられる表

彰式が待っています。その希望があること

を知って頂きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 ～集会案内～ 

〇日曜日：礼拝 10:30～12:00（終了予定） 教会学校 9:30～10:10（子ども科、成人科） 

〇水曜日：聖書研究祈祷会 昼 10:30～12:00  夜 19:30～21:00 

〇第 2金曜日：ユニケの会 10:00～12:00（子育てなどをしている方のための集い） 

★サクサクチャンネル（YouTube）もぜひご覧ください。表面の QRコードから見ることができます。 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモル

モン教、旧統一協会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

 

◆牧師のコラム 

死を想像します。牧師をしていますと死に接

することが多くあります。眠るように天国に

行った方もいれば、私の父は死ぬ 30分くら

い前まで大きな声で祈っていました。自分は

どのように死を迎えるのか、と想像します。

痛いのかな？とか考えます。痛いのは好きで

はありません。けれど、イエス様は十字架上

で次のように希望のことばを言われました。

「あなたは今日、わたしとともにパラダイス

にいます」と。素晴らしい希望です。 


